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防災・減災の取組報告

池田市地域防災無線等整備事業について

平成３０年度、池田市では災害時の避難
情報などの緊急情報をいち早く市民の皆
様にお伝えするために、防災スピーカー
（２７ヶ所）及びモーターサイレン（７ヶ所）の
設置工事を行い３月末に完成しました。

概要
拡声子局 ２７箇所
（内訳）・防災スピーカー ２０箇所

・防災スピーカー及び
モーターサイレン付 ７箇所

放送内容
・避難情報・土砂災害警戒情報
・特別警報・緊急地震速報
・国民保護情報

池田市



防災備蓄倉庫等整備工事について（池田市）

防災備蓄物資の保管・管理及び救援物資受入の円滑化を図るため、本市の拠点となる防災備蓄

倉庫を旧細河小学校に整備するとともに、避難所である屋内運動場のトイレを改修するもの。

◆経緯

池田市

主な工事内容
・既存施設解体 ： 旧細河小学校の校舎（一部を除く）の解体
・防災備蓄倉庫建築 ： １階：備蓄倉庫（約500㎡） ２階：事務所・会議室・トイレ（約200㎡）
・トイレ改修 ： 旧細河小学校屋内運動場（指定避難所）にあるトイレを改修
・完成予定 ： 令和２年３月３１日

◆内容

◆効果

旧細河小学校の敷地は国道４２３号線に面

しており、また国道１７３号線との分岐に近く、
阪神高速池田線の木部出口の側にあり、さら
には新名神高速道路の箕面インターチェンジ
からも５．５キロとなっているなど交通アクセス
が優れています。
既存のグラウンドを活用することでトラックの
待機場所を確保でき、スムーズな受援と荷捌き
が期待できる。

写真・図面など



箕面市





川尻自主防災会による避難訓練について

例年行政との協働による避難訓練を実施。自主防災会が中心となって、熱心に避難訓練に取
り組んでいる町内でも屈指の先進地区。

◆経緯

豊能町

■連絡網を用いた伝達・避難参集訓練
・事前配布の土砂洪水リスク図の警戒区域などを確認しながら集会所へ避難

■防災講演会
・ハザードマップの見方と、いざという時のとるべき行動 【大阪府池田土木事務所】
・情報収集の重要性 【豊能町総務課】

■初期消火訓練
・水消火器による初期消火訓練 【箕面市消防本部 豊能消防署】

◆内容

◆効果

地域における災害危険個所の再確認を行うとともに、行政との連携や防災意識の高揚を図る
ことができた。
今年度に地域タイムラインを作成する予定。



平成３０年度の取組実績と令和元年度の活動方針案

〇平成３０年度の取組実績

１ 円滑かつ迅速な避難のための取組
①２８年度（西地区）及び２９年度（東地区）に町内全地域をカバーするハザードマップ
を作製・全戸配布したデータを能勢町ホームページにアップしさらなる啓発に努めた。

②防災行政無線システムの整備として、町内１７か所にモーターサイレン及び屋外拡声子
局を設置し、全国瞬時警報システムに対応する施設整備を実施した。

③自主防災組織の啓発により、新たな自主防災組織1団体が組織化された。

２ 的確な水防活動のための取組
①消防団員100名規模の水防訓練（土のう作成・設置訓練）を実施した。
②災害対応拠点の整備として、福祉避難所に非常用発電機（LPガス）を整備
③新庁舎及新消防庁舎の実施設計業務に着手し、災害対策拠点の耐震化及び防災機能の充
実強化の取組を進めた。

〇令和元年度の活動方針案

①自主防災組織の継続的啓発により新たに3組織の設置を予定
②消防団員100名規模の水防訓練を6月29日に実施予定
③新庁舎・新消防庁舎の建築工事に着手予定
④既存自主防災組織及び新規自主防災組織を対象に地域タイムラインの策定を予定

能勢町


